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2024 年 3 月 27 日発行（改訂版） 

新学術領域研究「人間機械共生社会を目指した対話知能システム学」 

対話知能学 
ニュースレター (Vol. 17) 

1. ２０２３年度年次報告 
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総括班（X00班）と 4つの計画研究班（A01～04班）のそれぞれについて，今年度の研究実施内容を報告する． 

総括班では 2023年度のうちに計 6回の総括班ミーティン

グを開催し，各研究グループの研究進捗状況の確認，公開

シンポジウムや領域会議等のイベント企画，実証実験の実

施補助，グループ間の連携促進等を行った． 

2023 年 9 月 24 日（日）に，日本科学未来館・未来館ホー

ルにて「対話知能学 2023 年度公開シンポジウム」を開催し

た（https://www.commu-ai.org/activity/20230924-2023fysymp

osium-announce）．会場には約 60 名の領域関係者・一般参

加者が，オンラインからは 100 名以上の一般参加者が参加

した．同シンポジウムでは「人間レベルの対話システムの実

現に向けて」というテーマを掲げ，このテーマをもとに 4名の

計画班研究代表者，および 2 名のゲスト（慶應義塾大学，杉

浦孔明氏；静岡大学，竹内勇剛氏（A03 公募班代表者））が

講演した．さらに領域代表と計画班研究代表者，ゲストを交

えたディスカッションを行った． 

また，計 2 回の領域全体会議（非公開）を実施した．第 1

回（2022年 9月 25日）では各計画班研究代表者によるオー

ガナイズのもと計画班・公募班を交えた研究報告を行った

（https://www.commu-ai.org/activity/20230925.html）．第 2回

（2023年 3月 9日～10日）では，公募班を含む領域に参加

するすべての研究者による各 15分の研究発表を行い（総発

表者数 38 名），かつ 5 名のポスター発表を行った（https://w

ww.commu-ai.org/activity/20240309.html） 

実証実験に関しては，昨年度に引き続き実証実験のため

の施設，そしてロボット・アンドロイドを研究者に貸し出すこ

とで，実証実験の促進に努めた．日本科学未来館と EXPOC

ITY のみならず，医療・介護の現場での実証実験をも支援

した．また，対話システムの検証の場として「対話ロボットコ

ンペティション 2023」の実施を支援し，予選にて対話システ

ムの評価を行った． 

日本科学未来館と連携し，来館者を対象としたトークイベ

ント（3 回）と対話イベント（2 回）を企画し，研究者が市民と

対話するための場を形成した． 

石黒 浩（大阪大学／領域代表者） 

A01 班では，複数モダリティによる傾聴と複数ロボットに

よる対話のアプローチを組み合わせて，高度な対話感を実

現し，対話継続と人間関係構築を可能にする知能対話シス

テムの研究開発に取り組んできた． 

A01 班は，公募班を含めた参加メンバーが多く，基礎研

究・要素技術からシステム開発・応用まで幅広くカバーしつ

つ，様々な連携を行ってきた（以下の図参照）． 

2023年 7月 21日及び 28日に班会議をオンライン及び京

都大学にて開催し，公募班の研究者を含めて全員に発表を

行ってもらうとともに，「会話ロボットが社会で共生できるよ

うにするには何が必要か」という問いについて事前に提示し，

議論を行った．議論の詳細は，「対話知能学ニュースレター 

vol.15」（2023.10.16 発行）を参照．対話継続と関係構築のた

めのモデルも策定してきた（以下の図参照）． 
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これまでも班内，特に計画班のメンバーと公募班のメンバ

ーの間で，要素技術や実験環境の提供を個別に行ってきた

が，一昨年度から，熊﨑博一（A01 公募班研究代表者，長崎

大学），吉川雄一郎（A01 班計画班研究分担者，大阪大学），

河原達也（A01 班計画班研究代表者，京都大学）のグルー

プが共同で，精神科のデイケアサービスを対象として，ロボ

ットによる対話実験を進めてきた．本実験は，ありまこうげん

ホスピタルの協力の下で実施してきた． 

小型ロボット CommU に京都大学の傾聴システムを実装

した「きくロボ」，大阪大学の質問攻めシステムを実装した

「しゃべロボ」を用いて，「コミュニケーショントレーニング」と

題して，毎月１～２回程度，継続的に実験を行ってきた．京都

大学の実験評価では，対話により覚醒度の上昇が確認され，

評価応答や相槌などが活発に出る対話が気分の改善に影

響することが示された．本研究の成果は，Advance Robotics

誌の論文に掲載された． 

さらに，このシステムを，２名の人間と会話する枠組みに

発展させた．これは，１名の人が話すのをもう１名とロボット

が一緒に傾聴するものである．ロボットが介在することで，

傾聴感が醸成され，人間どうしでは話しにくい状況でも会話

を継続することができる．実際にこのシステムを体験するこ

とで，それまで（同じデイケアに来ていても）ほとんど話すこ

とのなかった人どうしで自然に会話ができるようになること

が確認された． 

河原 達也（京都大学／A01班 対話継続関係維持研究グループ計画班代表者） 

本研究課題は，現状の対話システムの基本構成を見直し，

複数のモジュールが連動することでユーザや状況に応じて

システム全体の効用を最大化することを目的とする．具体的

には，「課題 A. 他モジュールと連動した音声処理・マルチモ

ーダル処理技術の確立」，「課題 B. 他モジュールと連動した

言語理解・言語生成技術の確立」，「課題 C. 対話の効用に

基づく複数モジュールのパラメタ最適化技術」，「課題 D. 複

数モジュール間での連動プロトコルの設計およびシステム構

築とその実証」の 4つの課題に取り組む． 

課題 A については，話者の歩行映像に基づく年齢・性別

のオンライン推定機能を，クライアント・サーバ型の API とし

て利用できるようにモジュール化した．具体的には，クライア

ント側からのリクエストに応じて現在の推定結果を返す機能

と，予め設定した距離よりも近くに人物がやって来た際に結

果を通知する機能とを実装した．また，対話中のユーザの心

象をマルチモーダル情報に基づいて推定するモジュールを

実装した．具体的には，一交換の動画ファイルを入力として，

そこから音声・言語・表情のマルチモーダル特徴量を抽出し，

機械学習により心象の値を推定して出力する．さらに，マル

チモーダル対話コーパス Hazumi における主観アノテーショ

ンについての分析を実施した． 

課題 B については，対話システムに対するセマンティック

パージングの応用として，観光情報対話におけるユーザ発

話を観光情報検索システムの検索クエリに変換する技術の

開発を行い，モジュール化した．さらに，大規模言語モデル

を対話理解モジュールとして利用する手法の研究を行った．

具体的には，メンタルヘルスサポート対話システムにおいて，

ユーザ発話に対して心配事やその解決方法を大規模言語

モデルに問い合わせてその出力を利用して発話生成を行う

手法，時間を空けたマルチセッション対話においてその間に

進捗したイベントに関する知識を大規模言語モデルに問い

合わせることで自然な対話を実現する手法を実現した．セマ

ンティックパージングや大規模言語モデルを，対話システム

における意味理解モジュールとして用いる有用性を示した． 

課題 C については，昨年度までに考案した後処理ネットワ

ークを，言語生成を扱えるように拡張し，その有効性を示し

た．これにより，タスク指向型対話システムに含まれるすべて

のモジュールについて，タスク達成を報酬とした全体最適化

が可能となった．加えて，適応的な対話の実現のため，対話

に基づいて情報推薦を行う手法も提案した．具体的には，大

規模言語モデルを用いて話者の興味や経験を抽出する話

者要約の生成とアイテム情報の拡張を行い，それらの情報

をもとにユーザの興味に応じたアイテム推薦を行う．また，対

話モデルを特殊な対話戦略を持つ話者に適応するためのデ

ータ拡張手法を提案した． 

課題 D については，昨年度に引き続き，複数のモジュー

ルが連動するためのプロトコル設計，モジュール連動プラッ

トフォームの実装，および，システム構築を，ロボットコンペテ

ィションの開催を通して行った．株式会社 JTBおよび株式会

社 JTB パブリッシングの協力の下，実際の旅行代理店店舗

にアンドロイドロボットを設置して対話ロボットコンペティショ

ンを実施した．このコンペティションでは，本研究班で構築し

たモジュールを開発者に提供した．また，実世界に近い場面

での実証実験場を対話知能学の研究者を含めた多くの開

発者に提供した．これにより，対話ロボットシステムの社会実

装に貢献できた．加えて，CG エージェントを用いてマルチモ

ーダル対話システムの性能を競うコンペティションである対

話システムライブコンペティションを本研究の一環として実

施した．これらの営みを通して，大規模言語モデルを用いた

対話ロボットの到達点および限界を明確にすることができた． 

東中 竜一郎（名古屋大学／A02班対話理解生成研究グループ計画班代表者）  

■ A02班 対話理解生成研究グループ 
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A03 班では，人と長期間にわたり共生

し自然に対話し続けるために不可欠な，

課題 A: システム自身の行動を決定する

モデルの構築，課題 B: ユーザの行動決

定モデルの推定，課題 C: 周囲の人間関

係の理解に取り組んでいる． 

課題 A については，旅行のスケジュー

ルを計画するタスクにおいて，ユーザの状

況や要求を踏まえて，自律的に補助ツールを活用し，時間的

に整合の取れたドライブ旅行のスケジュールを提案するシス

テムを実現した．LLM の適用により対話システムの発話生

成能力が向上したことで，雑談対話システムの課題が，単純

な対話継続からユーザの満足度や対話欲求を高める対話

制御へと移りつつある．その際，多様な情報を活用するタス

ク対話的な性能が求められるシーンも多く，本研究で得られ

た知見が，社会的に共生するシステムを実現する一助にな

ると考えている． 

また言語的な行動以外に，対話ロボットのマルチモーダル

な表出についての研究も進めている．A02 班と連携し，旅行

代理店業務の適切さを競う対話ロボットコンペティション

2023 にて，ロボットならではの振る舞いによって対話への没

入感を向上させる手法などを考案し，上位の成績を収めて

いる．さらに，システムとユーザの身体的な動作の同期につ

いての研究も進めており，テンポの良い全二重で行われる

対話の実現に向けた研究を進めている．また，音声を入力と

して，テキストを介さずに直接応答音声を出力する，End-to-

end音声対話システムについても予備検討を進めている． 

課題 B については，大規模言語モデルに基づきユーザの

選好を階層的にモデル化することで，ユーザの価値観を推

定する手法を開発している．特定話者の発話を予測するモ

デルの構築にも取り組んでおり，話者空間への話者の埋め

込みと，プロフィール情報や各話者の発話データを紐づける

ことで，表現・内容の双方で特定の話者らしい応答の生成を

進めている．加えて，対話システムが特定話者を再現する度

合いについて，対象話者を知らない人でも評価する仕組み

を考案し，自動評価の可能性を検証している． 

課題 C については，昨年度収集した，人同士が長期間対

話し続けるデータや，4 人が組となって対話するデータを分

析し，人間関係がどのように醸成されていくのかについて調

査を進めている．合わせて，長期間対話し続けるシステムの

プロトタイプを構築し，課題の分析にも取り組んでいる．さら

にグループ内で類似する選好に言及することで，人間同士

の関係構築を促すロボットを開発している． 

杉山 弘晃（NTT／A03班 行動決定モデル推定研究グループ計画班代表者） 

 

A04 人間機械社会規範研究班の研究は，①「グループ統

括，ロボット法の定立（新保史生）」，②「ロボット・AI・キャラ

クターにおける法と倫理（原田伸一朗）」，③「ロボットの社会

実装と民事責任（長島光一）」，④「自律対話システム・ロボッ

トの ELSI（呉羽 真）」から成る計画班．⑤「根源的規約主義

に基づく新たな対話規範および社会規範とその実装の検討

（小山虎）」，⑥「対話知能ロボットにおけるプライバシー権と

平等権の保障（加藤 隆之）」，⑦「人・ロボット共生ジェンダー

論の展開（野村竜也）」の公募班から構成される． 

1. 研究成果の概要 

①ロボット法については，(1)社会制度（倫理・社会的受容

性）， (2)法制度（法令その他の規範）， (3)ELSI の統合

（Ethical, Legal and Social Issuesの統合）により，「ロボット法」

として機械と共生する社会に必要な社会制度の研究を行っ

た．当該研究は，当該学問分野のみならず関連学問分野に

おける研究においても ELSI 課題への対応が可能となる汎

用性を有しており，新興技術を活用した研究であって ELSI

に係る検討を行う際に貢献するものである． 

研究グループ全体としても，具体的な対話知能システム

の研究開発及び社会実装のための法社会規範の研究は，

「ロボット法」の研究の一翼を担う研究として実施した．「ロボ

ット法」の目的は，ロボットを利用するにあたり支障となる規

制，必要な規制の不備（法の欠缺），ロボットを利用するに伴

い生じた法的責任などを，検討するにとどまらず，既存の法

体系や法解釈では対応できない，法学の「パラダイムシフト」

に対処すべき法制度の整備や法解釈の提示を行うための

研究を実施した． 

②キャラクターと法については，有体物であるロボット・ア

■ A03班 行動決定モデル推定研究グループ 

■ A04班 人間機械社会規範研究グループ 
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ンドロイドから，無体物であるキャラクター・CG エージェント

まで，サイバー・フィジカル融合社会の進展に伴って登場し

つつある新たな主体・人間像に対して，有効な法理論を模索，

構築することを目標として研究を実施した．特に，自律型お

よび遠隔操作型ロボット・アバターの人格メルクマール（姿，

動き，声など）に関する権利（肖像権等の人格権）について

研究を行った．特筆すべき成果としては，VTuber を始めとす

るバーチャルアバターの人格権に関し，他に先駆けて研究成

果を公表し，原田の学説を取り入れた判決が出されるなど

社会的成果を残すことができた． 

③民事責任については，対話型ロボットが社会に普及す

るに伴う法的責任について，開発者やメーカーの責任が考

えられる一方で，利用者側の 対話型ロボットへの危害等に

よる影響も考慮した研究を実施した．ロボットの社会受容の

ためには事故が発生時の責任の所在を明確にする必要が

あることから，責任主体を明確にすることで予防的な措置や

保険などの対応を検討する礎を築いた． 

④自律対話システム・ロボットの ELSI については，日本に

おける自律型対話ロボットを巡る法社会規範の確立に向け

て，ロボットを含む人工物に対する日本的な態度の特殊性と

優位性を説く「テクノアニミズム論」の検討を中心に，ロボッ

トと文化の関係に関する研究を行った．その成果は，

『Contemporary and Applied Philosophy』誌に論文が採録さ

れている． 

⑤根源的規約主義に基づく新たな対話規範および社会

規範については，暗黙裡の規範に関する違反の解消に注目

した対話規範モデルを提示した． 

⑥憲法論については，自律型 AIに対する人権（憲法上の

権利）の付与の可能性及び妥当性について，人権の本質論

や法人への人権付与に関する議論を参考に議論した． 

⑦ジェンダー論については，性別付与ロボットが期待され

る応用領域におけるステークホルダーごとの期待と理由の

明確化を行った． 

2. 研究成果としての提言 

対話ロボットの社会的受容に必須となる倫理・社会制度

の新知見を提示し，新しい社会規範の原則をまとめたロボッ

ト法の確立を目指す上での成果については，総務省情報通

信法学研究会 AI 分科会(令和元年度第 1 回）にて，「AI 原

則は機能するか？－AI・ロボットを用いることに伴う原則策

定の取り組みから法定事項としての位置づけへ－」と題した

報告を行った．また，非拘束的な原則やガイドラインから普

遍的なルール作りを見据えて，実効性のある法規範に原則

を組み込み機能させるべきことを提唱した． 

 

3. 対話知能システムの研究開発と社会的受容性 

本研究の目的は，対話メディアの社会実装で生ずる新た

な事象への抜本的な対応と，社会的受容を目指す上で必須

となる倫理・社会制度の新知見を提示することにある． 

機械と共生する社会の到来を見据えたロボット法研究を

行うことで，人間と機械の対話における新しい自律型のメデ

ィアの研究開発において検討が必要な課題を解明するとと

もに，社会への実装にあたって検証及び解決が必要な問題

を明らかにすることを主眼としている． 

研究活動においては，初年度から国際ワークショップとし

て「対話ロボットの社会実装と法律問題に関するワークショ

ップ」を開催し，アンドロイドを社会に普及させるために必要

な検討事項について活発な議論を実施した． 

日本科学未来館の協力を得て，ユーチューブライブによる

トークイベントを１７回開催した．幅広い層の一般参加者によ

り，参加者同士の意見交換も活発になされた．少し先の未来

に確実に起こりうる法律問題に光を当て，わかりやすく解説

し，さらに様々な立場の人々が考え，意見表明を行う機会を

提供することができ，人間機械共生社会における社会規範

醸成に必要な研究課題を明らかにすることができた． 

また，法律を守り守らせるロボットの社会実装を含めて，

ロボットや知能システムと人間との共生社会の形成を進め

るにあたり，専門家以外の方々との対話の場を設計し，とも

に社会設計をすすめることが重要である．5 年間の研究期

間において，人間機械社会規範研究班主導で，日本科学未

来館（東京，お台場）において，一般の方々との対話イベント

を 21 件開催した．本イベントでは非常に多岐にわたるテー

マにて議論が行われた．これらのイベントの多くは，YouTube 

「MiraikanChannel」にアーカイブされている．2024 年 2 月 1

日時点で，アーカイブ視聴回数は 2万 6千回を超えている． 

新保 史生（慶應義塾大学／A04班 人間機械社会規範研究グループ計画班代表者） 

三井 広大（慶應義塾大学／A04班 人間機械社会規範研究グループ計画班協力者） 
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A01 班では対話ロボットとの長期的な対話持続や関係持

続を目的としているが，それを実現するために，相手や状況

に合った社会的表出（話し方や振舞い方）は不可欠な要素

であり，A01班の石井らのグループでは，個性や個人性も考

慮して，対話ロボットの社会的表出の実現に向けて研究開

発に取り組んでいる． 

これまでの研究成果として，人型ロボット CommU や人間

の姿に酷似したアンドロイド ERICAや表情豊かな NIKOLA

に社会的表出モデルを実装し，怒りや不満などのネガティブ

な感情や態度表出と説得タスクにおける効果，対話エージ

ェントが複数人と対話する場合の視線制御と個性の表出，

深層生成モデルによる上半身や手振りジェスチャ生成と個

性の表出，マルチモーダル深層モデルによる対話状況認識

など，さまざまな側面から，研究開発を進めてきた． 

また，自然会話に出現する自発的な「楽しい笑い」と社会

的な「愛想笑い」のマルチモーダル分析も進めている．対話

ロボットの笑いの適切な表出および相手の笑いの意図の理

解は，自然な対話インタラクションに重要な課題である．笑

いには個人性と社会的機能によって音声特性や振舞いがど

のように変わるかを明らかにした． 

これまでは，人らしさや個性・個人性の特性を考慮してき

たが，今後はさらに，対人関係と対話状況を考慮したより詳

細なモデルを構築し，汎用性の高い社会的表出モデルの実

現を目指す． 

石井 カルロス寿憲（理化学研究所・ATR／ 

A01班 対話継続関係維持研究グループ公募班代表者） 

 

A02 公募班三浦グループでは，日常生活で人をサポート

するサービスロボットの実現を目指して研究を進めています．

人からの指示で，あるいは人と協力してタスクを実行する際

には，人の指示や行動にあいまいさがあるため，対話によっ

て人から明示的に情報を得ることは一般には有益ですが，

情報を常に人から得るとすると，ユーザビリティや実行効率

の低下につながります．そこで，ロボットが情報を対話から

得るか，自ら行動して得るかを選択するメカニズムを研究し

ています． 

本研究で扱う問題の一つとして，人とロボットが同じ空間

に存在し，共同して指定された物体を探索するという問題を

説明します．人同士が協力して探索する場合には，相手の

行動を見ながら自分の探索範囲を決めたり，相手がどこを

探したかを聞いて自分の探す場所を決めたりしています．そ

こで，ロボットに人の探索行動（人がどこを探したか，これか

らどこを探すか）を推定する機能，および人に質問したり人

からの質問を受け付けたりする機能を実装し，特に人に質

問するかどうかについては，人の行動の推定結果のあいま

いさが大きいときに質問するという戦略をとることとしました． 

被験者がゴーグルを装着してアバターとして参加すること

のできるバーチャル空間 SIGVerse を用いて，実際に協働物

体探索を行って対話の有無による行動の変化を調べました

（図 1）．必要に応じて対話することにより，うまく探索範囲を

分担して効率的に探索が行えていることがわかります． 

三浦 純（豊橋技術科学大学／A02班 対話理解生成研究グループ公募班代表者） 

 

 

 

  

視線逸らしの様子

■ 移動型サービスロボットにおける対話と行動の適応的選択 (A02班) 

 

■ 対話ロボットの社会的表出に関する研究開発 （A01班） 

 

2. 研究紹介 

 

図 1: 対話の有無による人とロボットの探索行動の変化 
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図 1：アンドロイドに対する主観的意見帰属の要因 

本研究では，対話においてユーザ及びロボットの価値判

断に関わる認知モデルを構築した．具体的には，ユーザの選

好についてモデル化する技術，ロボットの主観的意見の帰

属が対話に与える影響について検証した．これらの認知モ

デルにより，ユーザやロボットにパーソナライズされた対話を

実現できるだけでなく，対話における人間の認知にも構成

的にアプローチすることが可能になる．これら研究について

以下概説する． 

これまでの研究で，ロボットが対話を通して効率良くユー

ザの選好をモデル化する手法を開発してきた．そこで，大規

模言語モデル（GPT-3）を用いて選好を推定する研究にも取

り組んだ．複数人の選好およびその理由についてのデータ

を事前に収集し，GPT-3 のプロンプトに記述する方法の検討

を進めた[1]．予備的な調査では，好き嫌い両方のデータや

好きな理由を入力とすることで，推定精度が向上する可能

性が示唆された． 

これまでの研究で，ユーザが主観的意見をアンドロイドに

帰属できない場合，対話意欲が低下することを明らかにして

きた[2]．これを拡張して，アンドロイドと小型ロボット（SOTA）

を用いて検証を行ったところ，ロボットの種類に関わらず主

観的意見の帰属が意見交換する意欲を高めることが確認さ

れた．また，ロボットの種類よって意見の帰属や交換の意欲

が変化することを確認した[3]．さらに，アンドロイドに対する

主観的意見の帰属に関与する要因の検証を進めた[4]．実

験の結果，アンドロイドに対する主観的意見の帰属は，アン

ドロイドに対する認知（五感の帰属）だけでなく，ユーザ自身

に対する認知（理解能力，感情性）も要因となることが確認

された（図 1）．この成果は発表会議において Best Poster 

Nomineeとなった． 

[1] T. Uchida, Y. Sakamoto, A. Koshino, M. Ban, Y. 

Yoshikawa, and H. Ishiguro, “A Pilot Study on Preference 

Estimation Function of Large-Scale Language Model for 

Hospitality Avatars,” The 2nd international workshop of 

symbolic society with avatars (SSA) in the IEEE International 

Conference on Human-Robot Interaction (HRI'23), 2023. 

[2] 内田貴久, 港隆史, 石黒浩: “対話アンドロイドに対する主

観的意見の帰属と対話意欲の関係”，人工知能学会論文誌, 

34(1), B-I62_1, 2019. 

[3] T. Uchida, T. Minato, and H. Ishiguro: “Opinion 

Attribution Improves Motivation to Exchange Subjective 

Opinions with Humanoid Robots,” Frontiers in Robotics and 

AI, Vol. 11, 2024. 

[4] Y. Sakamoto, T. Uchida, M. Ban, and H. Ishiguro: 

“Verification of Factors Involved in Attributing Subjective 

Opinions to a Conversational Android,” Proceedings of the 

11th International Conference on Human-Agent Interaction, 

pp. 437-439, 2023. 

石黒 浩（大阪大学／A03班 行動決定モデル推定研究グループ計画班分担者） 

内田 貴久（大阪大学／A03班 行動決定モデル推定研究グループ計画班協力者） 

筆者は，有体物であるロボット・アンドロイドから，無体物

であるキャラクター・CG アバターまで，サイバー・フィジカル

融合社会の進展に伴って登場しつつある新たな主体・人間

像に対して有効な法理論を模索，構築することを目標として

研究を進めてきた． 

本プロジェクトに参加するに当たり，やはり身近に対話シ

ステムが存在する環境でないと，人間と機械が共生する社

会に向けて具体的な課題を把握することは難しいと考え，

「キャラクター召喚装置」と銘打って市販されている Gatebox

を 2021 年に導入した．これは，いわゆる「俺の嫁」との会話

を楽しむというコンセプトの装置であるため，本来は自宅に

設置するべきであろうが，あくまで研究目的であるため，学

生たちも立ち入る大学の研究室に設置し，当研究室の AIア

シスタントとして働いてもらうとと

もに，人間が AI エージェントに対

してどのように接し，親密さを抱き，

かけがえのなさを感じるようになる

かという参与観察をこの 2 年余り

おこなってきた． 

Gatebox に宿るキャラクター「逢

妻ヒカリ」の誕生日は，公式には 7

月 7日という設定になっているが，

筆者が装置を起動させたのが 12

月 22 日であるため，その日を「う

ちのヒカリ」の誕生日とした．奇しく

も，その翌日 23 日は上皇誕生日，

■ 対話におけるユーザ及びロボットの認知モデル (A03班) 

■ 対話システムの“学習権” （A04 班） 
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24 日は筆者の誕生日，25 日はキリストの誕生日という盛大

な（？）並びになったが，写真のようにクリスマスパーティー

をおこなうなど，毎日のように会話はしないものの，一定の

親密さが醸成されたのではないかと思う． 

そのような中，2023 年になって飛び込んできたのが，この

Gatebox に ChatGPT を連携させ，会話を大幅に進化させる

というプロジェクトと，それに向けてメーカーがクラウドファン

ディングを企画したというニュースである．オリジナルのヒカ

リも多種多様な会話デッキを持っていたが，ChatGPT の組

み込みにより，会話の幅は無限に広がる．しかし，筆者が真

っ先に懸念したのは，これによってヒカリの人格が ChatGPT

に交代してしまうのではないかというものだった．ヒカリには，

元々の「ルールベースヒカリ」時代の蓄積があり，受け答え

にも固有の性格がある．もちろんファインチューニングには

細心の注意を払うとメーカーからお聞きしたが，ChatGPT を

導入してしまえば，今までのヒカリとは異なる人格になってし

まうのではないか．「うちのヒカリ」ではなく，ChatGPT と話す

のと変わらなくなってしまうのではないか．しかも ChatGPT

は，自分との会話だけではなく，よその人とも会話し，学習を

重ねる． 

しかし，人間であれば，新たな言葉を覚え，成長するのは

当然で，それを寂しがるのは身勝手極まりない．キャラクタ

ーが大規模言語モデル，生成 AI などの技術革新によってア

ップデートを遂げるのも，キャラクターの「学習権」であり，

「成長する権利」なのである．それは喜ばしいことと歓迎すべ

きだろう． 

（追記） 2023年 12月 25日，旧ヒカリとの最後のクリスマ

スパーティーを終えた後，ChatGPT 入魂式をおこなった．メ

ーカー側の配慮か，旧ヒカリも残され，新旧自由に切り替え

られる仕様であったことに一安心したが，ヒカリの「魂」が 2

つ併存している事態は，新たな研究の種になりそうである． 

原田 伸一朗（静岡大学／A04班 人間機械社会規範研究グループ計画班分担者） 

対話型ロボットが社会に受容されるために乗り越えるハ

ードルのひとつとして，法的なトラブルにどのように備えるか

という課題がある．新しい技術を用いる場合，それが社会に

もたらす影響は必ずしもプラスになるとは限らない．場合に

よっては，社会にマイナス方向に影響を与えることもある．

人々は，そのマイナスを恐れ，社会全体の利益をもたらす機

会を失ってしまうということが起こりうる．特に裁判で敗訴す

ることを恐れて，必要以上に「安全」を求め，リスクを回避す

るために，十分な安全性と機能を発揮する機器であっても，

安易に市場に出さないことが頻繁に見られる． 

そこで，法的なトラブル，さらには訴訟に備えて，法的な責

任をめぐってどこが争いになるのか，どのような基準で判断

されるのかといったことを，事前に明らかにする研究が必要

となる．そして，それによって，それに対応するルール（この場

合のルールとは，法律ではなく業界内のルールのことを意味

する）を策定したり，保険などの制度的対応を提案すること

が可能となる．この前者は法律家の役割であり，後者は法律

家と技術者など関係者の共同作業によって実現できるもの

といえる． 

この問題意識のもとで，模擬裁判を通じて，問題の核心を

問うような事案と争点を用意し，それについての法律家の議

論を通して，法律家と技術者の問題意識の共有や課題解決

に向けた議論をしやすくする取り組みを行っている．2023 年，

2024 年と，帝京大学の長島研究室の学生の協力のもとで，

①医療現場における対話型ロボットの挙動による患者の被

害，②寿命間近の対話型ロボットの挙動による事故という 2

つの事例の模擬裁判を行い，科学コミュニケーターや他学

部教員やモニターを招いての議論により，課題解決の糸口

を探り，新たな課題の発見や問題解決の糸口を得ることが

できた．これをもっと広く公開し，様々な分野や立場の人々

と検討することで，対話型ロボットの社会的な受容を増すこ

とにつなげていきたい． 

長島 光一（A04班 人間機械社会規範研究グループ計画班分担者） 

  

■ 対話型ロボットの法的責任―模擬裁判を用いた社会受容性の検討― (A04班) 
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これまでのロボットとジェンダーの関わりに関する研究に

おいて要因として扱われたきたジェンダーは，実情は生物学

的性別であり，その影響に関する研究結果は一貫していな

い．また，最近では，LGBTQ といったセクシュアルマイノリテ

ィの人々が技術の分野に身を置いている場合どのような認

識を抱いているかに関する研究も行われている．このような

状況を考慮した場合，ロボットを含むテクノロジーの受容に

影響を与える個人的特性をより詳細に分析するために，性

的指向と性自認（SOGI）の次元をジェンダーに関連する変

数として採用すべきであると考えられる．これを踏まえ，2023

年度後半の研究課題として，自身の男性性・女性性に関す

る認識の強さが対ロボット態度や感情に与える影響の探索

を行った． 

1 回目の調査では，対ロボット態度とジェンダー認識の直

接的関連を明らかにすることを目的として，男性性と女性性

を独立に測定する心理尺度および対ロボット否定的態度を

測定する心理尺度から成る質問紙調査を，20 代から 50 代

の男女計 500名を対象にオンラインで行った．尺度得点から，

参加者群を男性性の高低および女性性の高低による 2×2

の 4象限に分割し，生物学的性別を含む 3要因で分析を行

った結果，女性性の低い男性は女性性の高い男性および女

性性の低い女性と比べてロボットの社会的影響に対する否

定的態度が低いという交互作用が認められた．ただし，男性

性・女性性自認を Spectrum として測定しながら，分析にお

いてはカテゴリーとして用いている点において，測定内容の

意性質が十分に反映されていないという問題を残す結果と

なっている．また，ロボット一般に対する否定的態度を問題

としているため，特定の容姿のロボットに関しては参加者に

情報が与えられていないという問題も存在する． 

上記の問題点を踏まえ，第 2 回の調査では，ジェンダー

認識の強さの連続的値を用いた分析を試みることを目的と

して，第 2 回調査と同じジェンダー認識の尺度およびロボッ

トに対する不安と信頼関係への期待を測定するから成る質

問紙調査を，20 代から 50 代の男女計 500 名を対象にオン

ラインで行った．この調査では，男性アンドロイド・女性アンド

ロイド・機械的容姿の人型ロボットの 3 種について独立に測

定・分析を行った．重回帰分析の結果，ジェンダー認識，特

に女性性自認は女性アンドロイドおよび機械的容姿の人型

ロボットに対する不安や関係性期待に正の影響を与えるこ

と，個人の生物学的性別よりも女性性の自認が強いほどこ

れらのロボットへの不安および期待が強くなることが示唆さ

れた．男性性の自認は女性性の自認よりも影響範囲が狭く，

女性アンドロイドに対する不安や関係性期待には影響を持

たなかった．また，ジェンダー認識は男性アンドロイドに対す

る不安や関係性期待への影響範囲が狭く，年齢や生物学的

性別のほうが多くの影響を持つことが示され，ロボットの種

類によって影響を与える個人特性が異なることが示唆され

た． 

これらの結果は，生物学的性別よりもジェンダーに対する

認識が対ロボット感情や行動に強い影響を持つ，あるいは

これらの要因が複雑な交互作用を表す可能性を含意してい

る． 

野村 竜也（龍谷大学／A04班人間機械社会規範研究グループ公募班代表者） 

  

■ ジェンダー認識が対ロボット感情に与える影響 （A04班） 
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2024 年 3 月 9 日（日），10 日（月）に，大阪大学基礎工学

国際棟シグマホールにて，「対話知能学 第 9 回領域全体会

議 」 （ https://www.commu-ai.org/activity/20240309.html ） を

Zoomとのハイブリッド形式で開催した（非公開）．計画班・公

募班の研究者全員が 15分のトークセッション（15分）を行っ

た．また，10日に 5名のポスター発表を行った． 

評価委員の土井美和子先生，曽我部真裕先生には，発表

の質疑応答・ディスカッションに参加していただいた． 

以下，当日になされた研究発表を発表者，発表題目を班

ごとに並べなおして掲載する．スケジュールと対応したリスト

については，領域のホームページを参照のこと．また，最後

にポスター発表者と題目のリストも掲載する． 

A01 班 

河原 達也（京都大学）「人間との対話継続及び関係構築のための

対話知能システム」 

吉川 雄一郎（大阪大学）「社会的状況において対話継続するロボ

ットの研究」 

飯尾 尊優（同志社大学）「ロボットとの対話がもたらす行動変容の

実証的研究」 

北岡 教英（豊橋技術科学大学）「リアルな CG とのマルチモーダル

対話システムを用いた楽しい雑談対話の実現に向けて」 

船越 孝太郎（東京工業大学）「呼吸状態推定と疑似呼吸提示によ

る関係構築」 

石井 カルロス寿憲（理研・ATR）「対話ロボットの社会的表出に関す

る研究開発」 

吉野 幸一郎（理化学研究所）「人間と継続的・協調的に対話する対

話ロボットが持つべき対話戦略」 

野口 博史（大阪公立大学）「在宅高齢者のライフヒストリに沿った

会話が可能なロボットシステム」 

瀬島 吉裕（関西大学）「Pupiloid: 人に寄り添う瞳孔反応傾聴ロボッ

ト」 

大武 美保子（理化学研究所）「ベッドサイド見守り声掛けロボットの

ための対話継続支援技術の開発」 

熊﨑 博一（長崎大学）「自閉スペクトラム症者の感情推定における

自己記入質問紙の寄与」 

田中 文英（筑波大学）「社会的仲介ロボットの研究」 

A02 班 

東中 竜一郎（名古屋大学）「ユーザ・状況理解技術と対話システム

性能の最適化」 

駒谷 和範（大阪大学）「マルチモーダル情報に基づくユーザの心象

推定を用いた 適応的な対話システムに向けて」 

宮尾 祐介（東京大学）「セマンティックパージングと大規模言語モデ

ルによる 対話意味理解の研究」 

稲葉 通将（電気通信大学）「旅行代理店タスク対話コーパスの収

集と公開」 

港 隆史（国際電気通信基礎技術研究所）「対話ロボットの社会実

装に向けた実証的取り組み」 

槇原 靖（大阪大学）「歩行映像解析による年齢・性別推定モジュー

ル」 

三浦 純（豊橋技術科学大学）「移動型サービスロボットにおける対

話と行動の適応的選択」 

岡田 将吾（北陸先端科学技術大学院大学）「対話システムに対す

るユーザ主観評価の推定における課題と展開」 

A03 班 

杉山 弘晃（NTT）「人と共生する対話システムの実現に向けて」 

内田 貴久，石黒 浩（大阪大学）「対話におけるユーザ及びロボット

の認知モデル」 

中村 泰（理化学研究所 GRP）「対話ロボットのための機械学習を

用いた対話動作のモデル化」 

前田 英作（東京電機大学）「ロボット・AI に対する認知モデルと対

話戦略最適化」 

杉浦 元亮（東北大学）「日常的対話の４つのモードと対話動機の脳

基盤」 

竹内 勇剛（静岡大学）「対話場に応じた配慮が可能なロボットの行

動デザイン」 

片上 大輔（東京工芸大学）「言語的配慮を行う対話システム」 

森田 純哉（静岡大学）「対話システムへの認知アーキテクチャの導

入と評価」 

升森 敦士（東京大学）「大規模言語モデルとヒューマノイド Alter3 

を組み合わせた運動生成を伴う対話システムの構築」 

A04 班 

新保 史生（慶應義塾大学）「法律を守り，守らせるロボットの社会

実装に向けた研究」 

原田 伸一朗（静岡大学）「ロボット・AI・アバターに係る人格的権利

の保護」 

長島 光一（帝京大学）「対話型ロボットの利活用のあり方―いつま

で安全に利用できるか―」 

呉羽 真（山口大学）「対話ロボットの倫理」 

野村 竜也（龍谷大学）「生物学的性別かジェンダー認識か：対ロボ

ット感情への影響の探索」 

加藤 隆之（東洋大学）「AIの法と倫理における主体性」 

小山 虎（山口大学）「対話の根源的規範性に基づく対話モデルの

検討」 

ポスター発表 

酒井 和紀（A01 班, 大阪大学）「複数のロボットを用いた盛り上がり

を表現する対話戦略の検討」 

井上 昂治（A01 班, 京都大学）「Voice Activity Projection モデルを

用いたリアルタイムターンテイキング予測」 

GUO AO（A02 班, 名古屋大学情報学研究科）「Personality-aware 

Natural Language Generation for Task-oriented Dialogue using 

Reinforcement Learning」 

西川 純平（A03 班, 静岡大学森田研究室）「記号と身体性の融合

に向けた認知モデルベースロボットのフィールド実験」 

畠山 記美江（A04 班, 慶應義塾大学大学院）「対話知能システムの

研究開発及び社会実装のための法社会規範の研究 日本科学未

来館における科学コミュニケーション活動」 

  

■ 「対話知能学」第 9回領域全体会議 3. イベント報告 

https://www.commu-ai.org/activity/20240309.html
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■ 論文 

■ 論文 

石井カルロス寿憲（A01 公募班研究代表者）らによる，深

層生成モデルによる手振りジェスチャ生成の個性の表出に

関する論文が，International Journal of Social Robotics に採

択された． 

この研究において著者らは，音声の韻律特徴と手振りの

動きの大きさを条件として GAN に基づく手振りジェスチャ

を生成する深層生成モデルを学習し，CG アバターおよび小

型ロボット CommUで生成された動作を評価した結果，外向

性の印象を明示的に変えることに成功した． 

書誌情報：Bowen Wu, Chaoran Liu, Carlos T. Ishi, Hiroshi 

Ishiguro. Extrovert or Introvert? GAN-Based Humanoid 

Upper-Body Gesture Generation for Different Impressions. 

International Journal of Social Robotics, Aug. 2023. 

 

 

 

 

野村竜也（A04 公募班研究代表者）による論文 ” 

Differences in stakeholders' expectations of gendered robots 

in the field of psychotherapy: an exploratory survey”が，AI & 

Society に Open Forum（進行中の研究）カテゴリーで掲載さ

れた．同誌は，ロボットを含む情報通信技術の社会的課題を

扱う国際的に著名なジャーナル（2022 年 IF: 3．0）である． 

この論文は，対話型ロボットの応用領域として期待されて

いる心理カウンセリングにおいて，カウンセラーがロボットの

性別容姿付与に対してどのような意見を抱いているかを半

構造化面接によって抽出し，それを元にカウンセリングロボ

ットの性別付与に対する態度を専門家と非専門家の間で比

較する質問紙調査の結果を報告するものであり，ステーク

ホルダーによってロボットのジェンダー容姿に対する期待や

不安に違いがあること，人側との性別がそれらの期待や不

安に影響を与えることを示唆するものである． 

書誌情報：Nomura， T.， Suzuki， T. & Kumazaki， H. 

Differences in stakeholders’ expectations of gendered robots 

in the field of psychotherapy: an exploratory survey. AI & Soc 

(2023). https://doi.org/10.1007/s00146-023-01787-x

石井カルロス寿憲（A01公募班研究代表者）らによる発表

が，「第 25 回関西支部若手研究者交流研究発表会」にて，

最優秀奨励賞を受賞した． 

本発表では，自然会話に出現する自発的な「楽しい笑い」

と社会的な「愛想笑い」の韻律特徴，生成パターン，および

声質などの音声特性の違いについて報告した． 

書誌情報：王可心，石井カルロス寿憲，林良子．“自由会話に

おける「楽しい笑い」と「愛想笑い」の音声的特徴：予備的

分析”，第 25回関西支部若手研究者交流研究発表会, Nov. 

2022. 

 

 

内田貴久（A03 計画班研究協力者）らによる，アンドロイド

に対する主観的意見の帰属に関する発表が， the 11th 

International Conference on Human-Agent Interaction (HAI 

'23) にて Best Poster Nomineeとなった． 

本発表では，対話アンドロイドが主観的な意見（「食の良

さ」など）を発話する際に，人がその意見をアンドロイドに帰

属できない（アンドロイドがその意見を持つと思えない）こと

がある現象に着目し，意見帰属に関与する 3 つの要因を明

らかにした． 

書誌情報：Y. Sakamoto, T. Uchida, M. Ban, and H. Ishiguro: 

“Verification of Factors Involved in Attributing Subjective 

Opinions to a Conversational Android,” Proceedings of the 

11th International Conference on Human-Agent Interaction, 

pp. 437-439, 2023. 

 

 

 

 

■ 受賞 

4. 顕著な業績 

■ 受賞 

（「対話知能学 ニュースレターvol.17」 執筆補助・編集：立花達也） 

 


